
犬と避難する前の確認シート
平時に自治体の情報を確かめ、家族で書いて保管するメモです。

発災中は記入より安全確保と自治体の避難情報を優先。危険な自宅へ戻らない。

記入日：       年     月     日    次に見直す日：       年     月     日

1  どの災害・地域の情報を確認したか

市区町村：                  想定する災害：

確認した自治体の部署・ページ名／連絡先：

地震・洪水・津波など、災害の種類で利用できる場所は異なります。

2  行き先の候補を比べる（確認できない欄には「未確認」と書く）

指定緊急避難場所＝命を守るために緊急に逃げる場所。指定避難所＝滞在する施設。

同行避難は同室の保証ではありません。犬の居場所・世話の条件も確認します。

候補 A

名称・住所：

用途（緊急避難／滞在／その他）：

犬の受入条件・犬の居場所・必要な物：

経路の危険箇所・通れない場合の迂回：

確認先／確認日：

候補 B（別の候補）

名称・住所：

用途（緊急避難／滞在／その他）：

犬の受入条件・犬の居場所・必要な物：

経路の危険箇所・通れない場合の迂回：

確認先／確認日：

確認済みでも当日の開設・受入・経路の安全は保証されません。最新情報に従います。

3  家族の役割と預け先を決める

犬を連れる人：                用品を持つ人：

家族の連絡方法・集合先／犬だけで留守番中の対応：

一時預け先・連絡先／相手と確認した条件（期間・必要な物・費用など）：

4  未確認のことを、誰がいつ確かめるか

未確認の項目：                  確認する人：           期限：     ／

記入後の紙には個人情報が含まれます。必要な相手だけで共有し、SNS等へ公開しないでください。
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